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本発表の結論



1. 汎用ＬＭＳとスマホとを組み合わせ
て、クリッカーを実現する方法は、
ローコストで手軽に利用でき、十分
に実用的。

2. ただし、クリッカー専用機とは異な
る、利用上の注意点がある。

3. 個別指導、成績評価、授業時間外
課題など、より広い目的に活用で
きる可能性がある。



クリッカーとは？



• 授業時に、教員からの選択式回答質問に対し
て、履修者が手元のリモコン端末で回答し、教
卓ＰＣで即時集計した結果をスクリーン表示す
る仕組み。

• 大人数授業でアクティブラーニングを支援した
り、履修者の理解状態を把握するために活用
できる。

• しかし回答用端末が高価
（１台１万円以上？）。

• 配布・回収・メインテナン
スの手間が面倒。

→ 気軽に導入できない。 KEEPAD社製TurningPoint端末



代案

専用回答用端末＋専用集計サーバ

スマホ ＋ クラウド型集計サーバ



• スマホとクラウド型集計サーバによってク
リッカーを実現する方法が提案されている。

• 採用するクラウド型集計サーバのタイプに
よって２種に分けられる。

1. 新たに専用集計用クラウドサーバを構築

2. 他目的のシステムを集計サーバとして転用

• 今回は2.のタイプ（既存の汎用ＬＭＳ）。

• 類似の実践報告はいくつかみられるが、
近年の技術進歩、仕様変遷、普及などの
事情に鑑みて、再整理の目的で報告。



システム概要



• 集計サーバ

汎用ＬＭＳとしてスマホ対応のインターレクト
社製dotCampus v.5のアンケートシステム
スマホ非対応のv.4系でも経験済み

• 学生側回答用端末
スマホ＋ブラウザ、ガラケー＋フルブラウザ

• 教卓側表示用端末
ＰＣ＋ブラウザ、プロジェクタ

いずれも多くの高等教育機関で導入済みの
もの。したがって、追加コストはゼロ。



全体の流れ



1. ＬＭＳ内に「アンケート」を作成する。

「テスト」は、回答時間が制限され、インク
リメンタルな集計が不可のため、不適合。

2. 授業時に学生にスマホでＬＭＳにアクセス
させ、1.の質問に回答させる。

3. 教卓ＰＣでＬＭＳにアクセスして、2.の回答

を即時集計した結果を表示しながら講義
する。

手順自体は簡単だが、運用に際して、本来
のクリッカーとは異なる注意点があるので、
以下でそれを整理して評価する。



回
答
操
作
後



教卓ＰＣ画面上の集計結果



運用時の条件と
結果の評価方法



クリッカー活動を導入した授業の概要

• １年次教養科目、受講者数９０～１５０名
の４クラスで、延べ、２４回授業回、４４セッ
ション、１３６問のクリッカー活動を実施。

• 各クラス初回活動時に、ＬＭＳアクセスの
ためのＱＲコードと短縮ＵＲＬを配布。

結果の評価方法

• 「運用したことで判明した事実」と「利用し
た教員・学生からの指摘・意見」とにわけ
て集計。



運用したことで判明した事実



• 学生側回答用端末の可用性

所持していない、忘れた、通信量制限のため
に回線低速、電池切れ、設定不適切のため
にアクセス不能などの理由で、３～５％の学
生が端末を使用できない。
→ タブレットＰＣか紙（マークシート）などの
認証付き回答手段を提供することが必要。

• 回答指示から回答開始までの時間

トラブル事例を除き、４０～６０秒。前もって設
問内容等が配布プリントとスクリーン上に提
示される状況では、この程度のオーバヘッド
タイムは問題ない。



ＬＭＳの認証機能の効用

• 回答結果の分析機能

履修者単位で、正答率・回答時間・誤答傾向
などを分析可能。
→ 試験問題作成や成績評価の資料

• 未回答者の検出と処置

個別にクリッカー活動への参加を促したり、
欠席者に対する授業時間外課題に転用する
ことが可能。

→ 授業後の教授学習活動と連携できる。



• 既存の教材・授業方法との親和性

基本的に親和性は高い。ただし、教卓PC上で、

スライド表示ソフトウェアとブラウザとを頻繁
に切り替える操作が必要。
→ 講義が数秒間中断されることが多発。
深刻な問題ではないが、教卓に複数台のPC
を配置するとか、教員が学習するなどの対応
が必要。

• 他にも、複数選択式回答・穴埋め式回答
の設問を設定できる、連続した設問を設
定できる、などの特徴が浮き彫りになっ
た。



利用した教員・学生からの
指摘・意見



• 教員から

–複数選択式回答・穴埋め式回答などの設
問形式を利用できることから、既存教材を
そのまま転用できて便利。

–履修者単位の記録は教育指導に有効。

–未回答者を自動検出して回答を促したり授
業時間外課題として転用できることは教育
指導に有効。

–集計結果が、スライド資料上ではなく、ブラ
ウザ上に表示されることは、講義中は短所
になるが、授業の振り返り場面や学習者個
人による復習場面などでは長所になる。



• 学生から 無記名評価アンケートの結果

–クリッカー活動に対して負担感があるか？
「はい」２１％

–「はい」の場合の理由は？

通信量・電池の消費、表示の遅さ、操作の
しにくさなど、周辺環境についての言及が
大多数。

–不満点は？

表示が遅い、アプリでない（ブラウザ操作
が面倒）、集計グラフ上に正解表示がない、
集計グラフ上で選択肢文字列を読み取り
にくい、などＵＩについての言及が大多数。



まとめと今後の課題



• 汎用ＬＭＳとスマホとを組み合わせて、ク
リッカーを実現する方法は、クリッカー専
用機とは異なる特徴をもちながらも、ロー
コストで手軽に利用でき、十分に実用的。

• 個別指導、成績評価、授業時間外課題な
ど、より広い目的に活用できる可能性が
ある。

→ 活用されてはいかがでしょうか？

• 今後は、Ｇｏｏｇｌｅフォームなどの汎用集
計サーバを活用する選択肢についても、
検討・実践・評価することが必要。


